
資料資料２

北海道横断自動車道 網走線 （端野 高野）
た ん の た か の

北海道横断自動車道 網走線 （端野～高野）

第 資第１回 説明資料

平成２８年１２月１日

国土交通省 北海道開発局国土交通省 北海道開発局



目 次目 次

１ 計画段階評価の検討の流れ１．計画段階評価の検討の流れ

２．地域の概況

３ 地域の状況と課題３．地域の状況と課題

４．道路の状況と課題
５ 課題の整理５．課題の整理
６．意見聴取方法

1



１．計画段階評価の検討の流れ
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１-１） 北海道の高規格幹線道路網

○北海道の広域分散型の地域構造を支える交通ネットワークの形成に向け、高規格幹線道路網の整備を推進し○北海道の広域分散型の地域構造を支える交通ネットワ クの形成に向け、高規格幹線道路網の整備を推進し
ているが、整備率は60％に留まっている状況。

○北海道横断自動車道（網走線）は、黒松内町を起点として札幌市、帯広市、北見市等を経由し、網走市へ至る
延長約493㎞の道路で、端野～高野間はその一部区間。

○当該区間は 北見市と美幌町の市町境に位置し 開通済みの高規格幹線道路に挟まれた延長約20㎞の区間○当該区間は、北見市と美幌町の市町境に位置し、開通済みの高規格幹線道路に挟まれた延長約20㎞の区間。

計画段階評価
対象区間

▼高規格幹線道路 整備状況（平成28年4月1日現在）

対象区間
端野～高野

約２０km オホーツク海

全体延長(km) 開通済延長(km) 整備率

全国全体 約14,000 11,266 80%

北海道全体 1,825 1,093 60%

凡 例

開 通 区 間

事業中区間

日本海

調査中区間 □□□

北海道横断
自動車道（根室線）

北海道横断
自動車道

太平洋
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北海道横断自動車道（網走線）

約４９３㎞

函館・江差
自動車道



○北海道横断自動車道（網走線）は、訓子府IC～北見西IC、北見道路（北見西IC～北見東IC）、美幌バイパス

１-２） 北海道横断自動車道（網走線）の進捗

○北海道横断自動車道（網走線）は、訓子府IC 北見西IC、北見道路（北見西IC 北見東IC）、美幌バイパス
（高野～女満別空港IC）が開通済み。

○足寄～訓子府間は現在事業中で、陸別町小利別～訓子府ＩＣが平成２９年度に開通予定。

凡 例凡 例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間
網走市

▼位置図

北見市

人口：40,998人

面積：471.00km2

計画段階評価
対象箇所 北見市

人口：125,689人

面積：1,427.41km2 大空町

人口：7,933人

面積：343.66km2

美幌バイパスH17年7月迄
開通

延長7.9km

対象箇所

美幌町

人口：21,575人

面積：438.41km2

計画段階評価
対象区間

端野～高野
約２０km

訓子府～
北見西間

H２７年11月
開通

延長12.0km

陸別町小利別
～訓子府IC

事業中

足寄～
訓子府間 北見道路

訓子府 C
H29年度開通予定

延長16.0km

H25年3月
開通

延長10.3km

4
資料 人口：平成22年国勢調査（総務省）

面積：平成27年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）

事業中



○地域住民や道路利用者の意見を聴きながら 道路計画〔概略ル ト 構造等〕について検討を行う

１-３） 計画段階評価手続きの進め方

○地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、道路計画〔概略ルート、構造等〕について検討を行う。

今 回

対
応

意見聴取
（第１回）

北海道
地方小委員会

北海道地方小委員会

■ ■ ■ ■

【審議内容】
■計画段階評価
手続きの進め方

応
方
針
の
決
定

○地域・道路の課題

◆意見聴取方法(案)
<ヒアリング>

■
政
策
目
標
の
設

■
評
価
項
目
の
設

■
比
較
ル
ー
ト
案

■
対
応
方
針
（
案

（
概
略
ル
ー
ト

■地域・道路の
現状と課題

■意見聴取方法

定

（
概
略
ル
ー

<ヒアリング>
対象者
・沿線自治体等
・関係団体
・観光客

< ケ >

設
定

等

設
定

等

案
（
複
数
案
）

案
）

ト
、
構
造
等
）

ー
ト
・
構
造
等

<アンケート>
対象者
・地域住民
・道路利用者

等 等

等
）

意見聴取

5

北海道地方小委員会
※各段階で随時自治体と調整



２．地域の概況
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２-１） 地域の概況（土地利用）

○オホーツク圏は、流氷で有名なオホーツク海に面し、世界自然遺産の知床国立公園や網走国定公園などを有○オホ ツク圏は、流氷で有名なオホ ツク海に面し、世界自然遺産の知床国立公園や網走国定公園などを有
する自然豊かな地域。

○海岸部から内陸部に向かって標高が段階的に上昇。沿岸部には平地が多く、海岸から並行して低地、台地、
丘陵地、山地が続く地形。

オホーツク海
興部町

湧別町
紋別市

網走国定公園

知床国立公園 知床岳

端野～高野

網走市

佐呂間町

滝上町

網走国定公園

遠軽町

⽴⽜岳

北⾒富⼠
佐呂間⼭

武勇峠

知床峠

羅⾅岳サロマ湖

網走湖

能取湖

小清水町

大空町

網走市

美幌町

北見市

瀬⼾瀬⼭

常呂⼭

仁頃⼭

ルクシ峠

美野峠

斜⾥岳
根北峠

斜里町

網走湖

清里町

美幌町

阿寒国立公園

津別町
訓子府町

北⾒富⼠

⽀湧別岳

武利岳

⽯北峠

武華岳

幌加⼭

⾦華峠

藻琴⼭

野上峠

美幌峠

根北峠

屈斜路湖
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三国峠

中⼭

摩周湖

注：「農用地」は湿田・乾田・沼田・蓮田及び田、麦・陸稲・野菜・草地・芝地・りんご、梨・桃・ブドウ・茶・桐・はぜ・こうぞ・しゅろ等を栽培する土地
資料：「農用地」は「国土交通省国土政策局の国土数値情報（土地利用細分メッシュデータH26年度）」をもとに編集・加工」 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-L03-b.html



２-２） 地域の概況（面積）

○オホ ツク圏は北海道の北東部に位置し 3市14町1村で構成され 重要港湾である網走港 紋別港 地方

高規格幹線道路網 とオホ ク市 村 振 積割合

○オホーツク圏は北海道の北東部に位置し、3市14町1村で構成され、重要港湾である網走港・紋別港、地方
管理空港である女満別空港・オホーツク紋別空港を有する。

○総面積は全道の13％（10,691㎞2）を占め、都府県平均の約1.7倍。

十勝

13%

オホーツク渡島

胆振

4%

石狩

4%

留萌

4%

檜山

3%

▼高規格幹線道路網図とオホーツク市町村図 ▼振興局別面積割合

オホーツク圏は
全道の13％を占

めるオホ ツク

10,691k㎡

13%

上川

13%

宗谷

6%

後志

5%

5%

北海道面積
83,424km2

める

根室

10%
釧路

7%

空知

7%
日高

6%

16,000
（ｋ㎡） ▼面積上位県および道内振興局別面積との比較

資料：平成27年全国都道府県市区町村別面積調
（国土地理院）

オホーツク圏

10,691

8,000

10,000

12,000

14,000
都府県平均の

約1.7倍

都府県平均6,403

オホ ツク圏
３市１４町１村紋別港

オホーツク紋別空港 端野～高野

0

2,000

4,000

6,000
都府県平均6,403

網走港

女満別空港

岩
手
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福
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8資料：平成27年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）



２-３） 地域の概況（人口）

○オホ ツク圏の総人口は約30万人で 平成7年から圏域内の全自治体が減少傾向○オホーツク圏の総人口は約30万人で、平成7年から圏域内の全自治体が減少傾向。
○全国と比較すると、特に40代以下の若い世代の人口割合が低い状況。
○オホーツク圏の高齢者割合は、全国平均を上回る水準で高齢化が進行し、18市町村のうち16町村が30%以上。

31.6%

29 0%

35%300
（千人）

オホーツク高齢者人口 オホーツク高齢者割合

北海道高齢者割合 全国高齢者割合

1.00 1.00 0 99 0 97 0 95

1.20500
（千人）

オホーツク総人口 北見伸び率

オホーツク（北見除く）伸び率 全道伸び率

▼高齢者人口の推移▼総人口の推移

57 4
68.6 77.9 84.6 92.7

16.6%

20.3%

24.0%

27.3%

14.8%
18.2%

21.4%

24.7%

29.0%

14.5%
17.3%

20.1%
22.8%

26.3%

10%

15%

20%

25%

30%

100

150

200

250

347 338
325

310
294

1.00 1.00
0.98 0.96 0.92

1.00
0.96

0.91
0.86

0.80

1.00 1.00 0.99 0.97 0.95

0.40

0.60

0.80

1.00

300

350

400

450

伸
び

率
（
H
7
=
1
.0

0
）

注：高齢化について

WHOや国連によると、

65歳以上人口の割合が７％超で

→「高齢化社会」

65歳以上人口の割合が14％超で

→「高齢社会」

65歳以上人口の割合が21％超で

「超高齢社会57.4

0%

5%

0

50

H7 H12 H17 H22 H27
0.00

0.20

200

250

H7 H12 H17 H22 H27
伸 →「超高齢社会」

資料：国勢調査（総務省） 資料：国勢調査（総務省）

▼オホ ツク圏の年齢別人口構成

雄武町

興部町

▼オホーツク圏の自治体別高齢者割合

－ 10%未満

10%以上 － 20%未満

20%以上 － 30%未満

30%以上 40%未満

◇高齢者割合（H26)

歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上
50歳以上の人口

割合が高い

▼オホーツク圏の年齢別人口構成

湧別町

斜里町
北見市

紋別市

遠軽町
小
清大空町

西興部村

滝上町

佐呂間町

網走市

30%以上 － 40%未満

40%以上 －

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

特に20代～40代の若い
世代の割合が低い

9

置戸町

北見市 清
水
町

大空町

訓子府町

津別町

美幌町

清里町

資料：H27国勢調査（総務省）

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

0～9歳

10 19歳

資料：H27国勢調査（総務省）

全国平均



２-４） 地域の概況（産業）

○オホーツク圏の産業は 全国や北海道全体と比べ 第１次産業の割合が高い○オホーツク圏の産業は、全国や北海道全体と比べ、第１次産業の割合が高い。
○分野別就業人口の特化の度合いでは、農林業、漁業が高い。
○農業や漁業の生産額は、日本の食糧基地である道内においても、大きなシェアを占める。

62 8%

5.8% 5.5% 3.6%

80%

100%

▼オホーツク圏の就業人口割合 ▼北海道の農業産出額割合

オホーツク

16%
十勝

23%

オホーツクが
北海道の約２割

その他

第３次産業

第 産

23.7% 17.1%
19.0%

66.5% 70.2%
62.8%

20%

40%

60%
上川

12%

空知

10%後志

渡島3%

宗谷3%
留萌2%
檜山1%

H18
北海道

農業算出額

約10,527億円

第２次産業

第１次産業

4.0% 7.2% 14.6%
%

0%
全国 北海道 オホーツク

資料：Ｈ22年国勢調査（総務省）

▼オホ ツク圏の分野別就業人口特化係数

資料：平成18年生産農業所得統計（農林水産省）

根室
7%釧路

5%
石狩
5%

日高
5%

胆振
4%

4%

2 .0 

1 .9 
1.5 

2.0 

2.5 
農林業

漁業

鉱業サービス業

その他

▼オホーツク圏の分野別就業人口特化係数

就業人口ベースの特化係数をみると、
オホーツク圏の特徴である農林業、漁業
に特化している。

▼北海道の漁業生産額割合

オホーツク
日高

胆振
4%

後志3%
十勝2%

留萌2%
檜山1%

石狩1%

オホーツクが
北海道の約３割

0.0 

0.5 

1.0 

建設業

製造業金融 保険業

不動産業

【特化係数】
・地域の産業がどれだけ特化しているかを

表現する係数で次式で定義される。

特化係数＝

対象地域のＡ業種の
全業種に占める構成比

全体におけるＡ業種の
全業種に占める構成比

25%

根室

18%
宗谷

14%

釧路9%

日高
5%

H25
北海道

漁業生産額

約2,900億円

製造業

電気・ガス・水道

業

情報通信業運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

10

※ここでは全体を北海道とし、各業種の就業
人口を用いて比較検討を行っている。

18%

渡島16%

14%

資料：平成25年北海道水産現勢（北海道水産林務部）

資料：Ｈ22年国勢調査（総務省）



２-５） 地域の概況（交通流動）

○当該区間における交通流動は 国道３９号北見～網走間の流動が最も多い○当該区間における交通流動は、国道３９号北見～網走間の流動が最も多い。
○また、圏域間やオホーツク圏を通過する広域的な流動もみられる。
○物流では、北見市や網走市を中心とした流動が多くみられる。

▼業務物流 貨物車▼国道39号 北見～美幌間の利用ＯＤ

北網地域（北⾒市除く）

国道39号：北⾒〜美幌間

オホーツク圏

紋別市紋別市

興部町興部町

西興部村西興部村

雄武町雄武町

9999

516516

2,2252,225

9898

7777

7878

7575

7676
8787

115115

152152

190190

50以上100未満

100以上150未満

未満

凡　　例
網⾛市

道北圏道北圏

北見市北見市

網走市網走市

紋別市紋別市

大空町大空町

斜里町斜里町

小清水町小清水町

佐呂間町佐呂間町

遠軽町遠軽町

湧別町湧別町
滝上町滝上町

17,82717,827

1,0931,093

9,5129,512

2,0262,026

844844

2,7942,794

726726
2,2032,203

945945

1,0321,032

9898

6868

8080
157157

7979

6868

7575

5858
6868

6868
8787

9292

9898

9898

8989

9393

9595

8888107107107107

256256 249249

141141

152152

193193

127127

118118

387387

332332

246246

222222

363363

206206

489489
681681

269269
352352

8585

200以上

150以上200未満

資料：H22道路交通センサス

▼周辺の交通量と大型車混入率

北⾒市

⼤空町

美幌町

その他
北網地域

釧路・
根室圏
・

⼗勝圏

道央圏
・

道北圏
・

道南圏

遠
紋
地
域

釧路・
根室圏
釧路・
根室圏十勝圏十勝圏

道央圏道央圏

美幌町美幌町
清里町清里町

津別町津別町

訓子府町訓子府町

置戸町置戸町

2,4912,491

1,5221,522

913913

1,0821,082

146146

113113
100100

136136

7575

7979

6565
5151

8787
9898

5454256256 249249

161161
177177128128

118118

105105

127127222222

227227238238

286286

（単位：トリップ）

▼周辺の交通量と大型車混入率

端野～高野

12,720台/日
（13.7%）

4,162台/日
（21.7%）

7,532台/日
（13.4%）

10702台/日
（13.2%）

5,723台/日
（19.8%）

北網地域 十勝圏十勝圏

凡 例

上段：日交通量
下段：大型車混入率16,855台/日

（9%）

21,903台/日
（10.3%）

3,370台/日
（23.2%）

5,902台/日
（20.8%）

7,344台/日
（28.6%）

6,318台/日
（20.3%）

資料：H22道路交通センサス

注1：H22道路交通センサスＯＤから国道39号北見市⇔美幌町間を通過する各ＯＤを抽出し、
日交通量の比率を乗じ算出。

4,766台/日
（17.3%）

3,615台/日
（22.4%） 4,551台/日

（9 7%）

（単位：トリップ）

3,457台/日
（27.4%）

（9%）

5,645台/日
（13.9%）

資料：H22道路交通
センサス

注2：北網地域→（北見市、網走市、美幌町、津別町、斜里町、清里町、小清水町、大空町）
遠紋地域→（紋別市、訓子府町、置戸町、佐呂間町、遠軽町、湧別町、滝上町、

興部町、西興部町、雄武町） 6,062台/日
（12.4%）

（9.7%）

11



○買物では、北見市、網走市、紋別市への流動が多い。

２-６） 地域の概況（生活交通流動）

○買物では、北見市、網走市、紋別市 の流動が多い。
○通院では、北見市、網走市、遠軽町への流動がみられ、地域の医療拠点であることがうかがえる。
○通勤・通学では、隣接する市町村間の流動が主であり、北見～美幌間、北見～訓子府間、遠軽～湧別間の

流動が多くみられる。

▼オホーツク圏の買物動向 ▼オホーツク圏の通勤動向

資料：平成21年度北海道広域商圏動向調査報告書
▼オホーツク圏の通院動向 ▼オホーツク圏の通学動向

資料：平成22年国勢調査

資料：平成22年国勢調査 12資料：平成18年６月診療分国民健康保険受療動向調査



２-７） 地域の概況（女満別空港）

○国道３９号沿線に立地する女満別空港は道内４位の乗降客数を誇り 近年は観光客により増加傾向○国道３９号沿線に立地する女満別空港は道内４位の乗降客数を誇り、近年は観光客により増加傾向。
○北海道は、外国人観光客の増加や道内食品などの輸出拡大を目指し、2020年から女満別空港を含む道内

７空港の一括民営化を実現させる方針。

10％～30％

3％～10％

女満別空港からの流動▼女満別空港発着の人流・物流

10％～30％

3％～10％

女満別空港からの流動
（国内客の割合）

遠軽町方面

1,772

1,500

2,000

（千人）18,674

道内４位の乗降客数

▼道内の空港別乗降客数（Ｈ27）

30％以上
網走市

30％以上

端野～高野

札幌市

佐呂間町

網走市

1,149

757685606

197185176 72
500

1,000

,

斜里町方面

美幌町方面

札幌市

斜里町方面

美幌町方面

北見市

72
0

新千歳 函館 旭川 女満別 釧路 帯広 中標津 稚内 札幌…紋別

資料：平成27年暦年・年度別空港管理状況調書（国土交通省）
女満別空港ＨＰ、オホーツク総合振興局網走建設管理部資料

美幌町方面美幌町方面
▼女満別空港乗降客数推移 Ｈ31に1,000千人を目標

658 718 731 738 757
1,000

800

1,200
（千人）

女満別空港民営化の動き
・北海道は、2020年をめどに女満別空港を含む道内７空港（新千歳、函館、釧路、

稚内、帯広、旭川、女満別）の一括民営化を目指す方針。
・外国人観光客を中心とした来道者の増加や、道内食品をはじめとする航空貨物

取扱量の増加を最大の目的に位置づけている。

658 718 731 738

400

800

13

資料：平成23年度航空旅客動態調査、航空・空港利用促進のための取組調査（東京航空局管内）
平成26年3月国土交通省航空局、H28.7.24毎日新聞、H28.9.7苫小牧民報社

取扱量の増加を最大の目的に位置 けている。

資料：暦年・年度別空港管理状況調書（国土交通省）
※Ｈ31の目標値は、大空町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（平成27年10月）より

0
H23 H24 H25 H26 H27 ・・・ H31



２-８） 地域の概況（網走港）

○オホーツク圏は 国内有数のてんさい製糖地域で 網走港の移入・輸入量のうち５割が製糖用の石炭・石灰石

▼網走港の貨物取扱量（Ｈ26）

○オホ ツク圏は、国内有数のてんさい製糖地域で、網走港の移入・輸入量のうち５割が製糖用の石炭・石灰石。
○オホーツク圏は、小麦の生産も盛んで、網走港の移出・輸出量の５割超を占め、平成２６年には網走港に新たな

小麦集出荷施設が完成。

セメント

その他

15千t

8%

▼網走港の貨物取扱量（Ｈ26）

製糖燃料となる
石炭・石灰石が
約５割を占める

▼網走港発着の物流

石炭・石灰石

小 麦

石炭

84千t

41%

水産品

セメント

34千t

17% H26

網走港

移入・輸入

203千ｔ

遠軽・紋別
・湧別方面 石炭・石灰石

端野～高野

石灰石

20千t

10%

水産品

49千t

24%

203千ｔ
道外へ

斜里・清里・
小清水方面

北見方面

化学工業品

17千t

10%

その他

8千t

5%

小麦が５割超

津別方面

北見方面

麦

98千t

56%

軽工業品

51千t

29%

10%

H26

網走港

移出・輸出

174千ｔ
網走港に新たな小麦集出荷施設が完成(Ｈ26.5)

資料：平成26年北海道港湾統計（北海道） 14
資料：Ｈ26製糖所ヒアリング結果、Ｈ25網走開発建設部調査結果

網走港に新たな小麦集出荷施設が完成(Ｈ26.5)
出荷能力：200t/h ⇒ 500t/h
保管能力：2,400t ⇒ 18,000ｔ



２-９） 地域の概況（気象）

○オホーツク圏は 周囲を山地と海に囲まれており 冬季は平均気温がマイナス５℃を下回る寒冷な地域

▼月別平均気温 ▼北見市の年間降雪量の推移 二つ玉低気圧

○オホ ツク圏は、周囲を山地と海に囲まれており、冬季は平均気温がマイナス５℃を下回る寒冷な地域。
○近年は、年間降雪量や、暴風雪の要因となることが多い二つ玉低気圧が増加傾向で、道内でも大雪・暴風雪

が発生する危険性が高い地域。

317 314
371

442 415
479 486

400

500

600
（cm）

15

20

25

30
（℃） 北見 札幌 東京

▼月別平均気温 ▼北見市の年間降雪量の推移

▼大雪・暴風雪発生時の低気圧の移動経路と発生回数

低
11

15
（回数）

二つ玉低気圧

255
317 314

0

100

200

300

-10

-5

0

5

10

15

・北見は12～2月に平均
気温が－５℃を下回る 降雪量は増加傾向

低

二つ玉低気圧
5 5

5

10

0
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27-15

10
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

資料：気象庁/気象統計情報（1981～2010年平年値）
資料：気象庁/気象統計情報

▼二つ玉低気圧の地域別大雪・暴風雪発生割合

資料：北海道における大雪・暴風雪発生の
変化傾向（寒地土木研究所）

低
0

1985〜
1994

1995〜
2004

2005〜
2014

▼H25.3.2暴風雪時

その他
4事例

平成25年3月2日 9：00

女満別
アメダス

334

391

244

39

女満別空港

網走市

斜里町

美幌町

238

（二つ玉低気圧）

オホーツク地域で
大雪・暴風雪

17事例（81％） 風速 風向
6 -7.3 0.8 北東
9 -2.6 0.4 南南西

12 -1.1 5.2 北北西
15 -4 2 5 4 西

風速・風向(m/s)
時

気温
（℃）

平成25年3月2日 9：00
▼H25.3.2の風速推移

391美幌町

15

17事例でオホーツク地域に
大雪・暴風雪が発生（道内最多）

資料：北海道における近年の大雪・暴風雪時の気圧配置と地域別発生の特徴（寒地土木研究所）

15 -4.2 5.4 西
18 -5.5 11.9 北西
21 -5.3 13.7 北西
24 -4.8 13.6 北西

平成25年3月2日 15：00資料：気象庁（女満別ｱﾒﾀﾞｽ）
平成25年3月2日 15：00



３．地域の状況と課題
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３-１） 地域の状況と課題（農水産業①）

○北海道の農業産出額は他都府県より突出しており なかでもオホ ツク圏は全道の約１６％を占める○北海道の農業産出額は他都府県より突出しており、なかでもオホーツク圏は全道の約１６％を占める。
特に、砂糖の原料となるてんさいやたまねぎは、全国収穫量シェアの３割以上を占める。

○オホーツク産のてんさいやたまねぎは、秋から冬に北見地域の製糖工場やＪＲ北見貨物ターミナルへ陸送後、
全国へ輸送。

12 000

（億円）

▼地域別農業産出額

全国的にも高いシェアを誇る農産品を多数

▼主な農産品の全国収穫量シェア ▼農産物の出荷ルート

10,527

6,000

8,000

10,000

12,000

北海道の農業生産額は
他都府県より突出

オホーツク圏
1,711億円 （約16％）

44%

15%

16%
23%

41%
22% 27%

60%

80%

100%

生産しており、日本の食を支えている

たまねぎ列車
4,0794,014 3,988

3,2113,1082,9842,9642,8852,609

0

2,000

4,000

北 鹿 千 茨 宮 愛 熊 新 青 栃

, 億円 （約 ）

42% 36% 29% 18%

2%
32%

31%

21%

0%

20%

40%

てんさい たまねぎ ばれいしょ 小麦

オホーツク圏 十勝圏 その他道内 他府県

「オホーツク産たまねぎ」
⇒貨物列車・トラックで全国へ

オホーツク産たまねぎ

まねぎ列車

端野～高野

海
道

児
島

葉 城 崎 知 本 潟 森 木
オホ ツク圏 十勝圏 その他道内 他府県

資料：作物統計（農林水産省）
（てんさい、小麦：H27年産、たまねぎ、ばれいしょ：H26年産）

100%15
取扱量

▼H27年度北海道産たまねぎの月別取扱量

資料：平成18年生産農業所得統計（農林水産省）

40%

60%

80%

6

9

12

北
海

道
シ

ェ
ア

産
た

ま
ね

ぎ
取

扱
量

（
千

ｔ
） 取扱量

北海道シェ ア

17

0%

20%

0

3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

北
海

道
産

資料：東京都中央卸売市場「市場統計情報」

秋～冬に
取扱量が増加

17
てんさい輸送トラック



３-２） 地域の状況と課題（農水産業②）

○北海道は全国1位の漁業生産額（23%）。中でもオホーツク圏は、地域別漁獲量で全道1位（約306千トン）を誇り、○北海道は全国1位の漁業生産額（23%）。中でもオホ ツク圏は、地域別漁獲量で全道1位（約306千トン）を誇り、
さけ・ます、きんきなどは全国一の漁獲量。特にオホーツク産きんきは、「釣りきんき」という名称で商標登録さ
れ、高級魚として生食用に流通。

○さけ・ます、きんき、かに等は陸路で札幌方面に出荷されるほか、かきは新鮮な状態で出荷するため、女満別
空港からも全国に空輸

▼水産品輸送ルート
さけ水揚量：61,021t（漁期：9月～11月）
ます水揚量： 4,031t（漁期：7月～9月）

オホーツクのさけ・ますは、道央・道南圏の加工▼地域別 漁獲量
北海道

▼漁業生産額全国シェア

空港からも全国に空輸。

かき水揚量 ：306t
（漁期：10月初旬～3月上旬）

札幌方面 ：約7割（約214t）
女満別空港 ：約3割(約92ｔ)

オホ ツクのさけ ますは、道央 道南圏の加工
場まで陸送され、魚卵製品に加工される。

端野～高野間305.8 

211.7 
197.7 

184.2 200

250

300

350
千トン

北海道

23%

長崎

7%
愛媛

7%
鹿児島

6%

その他

53%

H25

漁業生産額

（全国）

13,537億円

女満別空港 ：約3割(約92ｔ)
141.2 

73.5 

39.2 38.1 
26.4 

11.0 7.5 3.2 
0

50

100

150

資料：平成25年農林水産統計（農林水産省）

7%
6%

宮城

4%

オホー

ツク

宗谷 根室 渡島 釧路 胆振 日高 後志 十勝 留萌 檜山 石狩

資料：平成25年北海道水産現勢（北海道水産林務部）

▼きんきの漁獲量全国シェア▼さけ･ます類の漁獲量全国シェア

オホ ツク
他府県

きんき水揚量 ：232t
（漁期：3月中旬～1月下旬）

札幌･旭川方面 ：約5割（約116ｔ）、
女満別空港 ：約5割(約116ｔ)

かにや、延着を避けるためのきんきな
どは空港から道外へ出荷

▼店頭の「釣りきんき」

オホーツク
64千ｔ
38％

オホーツク
237ｔ
23％

121ｔ
12％

他府県
27千ｔ
16％

道内他地域
46千ｔ

根室
188ｔ

岩手県
141ｔ
13％

宮城県
109ｔ
10％

18資料：平成25年漁業・養殖業生産統計 資料：平成25年漁業・養殖業生産統計

道内他地域
81ｔ
8％

27％ 根室
32千ｔ
19％

188ｔ
18％

13％
釧路
169ｔ
16％

資料：H25北海道水産現勢（オホーツク振興局）

漁業協同組合・市場・水産加工業者ヒアリング



３-３） 地域の状況と課題（農水産業③）

○オホ ツク圏の物流は 道内の物流拠点までの距離が長く 長距離の陸上輸送を強いられる○オホーツク圏の物流は、道内の物流拠点までの距離が長く、長距離の陸上輸送を強いられる。
○たまねぎ等の農産品やきんきなどの水産品の出荷は秋から冬に繁忙期を迎える。
○貨物自動車運送事業者数、及び車両数は減少傾向にあるなか、物流輸送繁忙期の効率的な輸送が課題。

1.34 
1.27 1.28 

1 15 1 10
1.40

1.60
全国平均

北海道

▼貨物(出荷量)の月別変動状況(北海道・全国比較)

▼オホーツク圏から物流拠点までの輸送

0.65 0.68 
0.78 0.82 

0.92 

1.09 1.15 1.10 

0.94 

0 40

0.60

0.80

1.00

1.20

月
別

指
数

オホーツク海
北海道は全国と比較して季節の偏りが大

0.00

0.20

0.40

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

資料：物流センサス(Ｈ17国土交通省) 月平均出荷量＝1.00

⽇ 本 海

北海道は全国と比較して季節の偏りが大
きく、繁忙期の秋から冬は特に効率的な
輸送が必要。
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▼北見運輸支局管内 貨物自動車運送事業者数及び車両数
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凡 例
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3500200

205

H23 H24 H25 H26 H27

貨 事

資料:運輸局･支局別貨物自動車運送事業者数 (国土交通省)
自動車保有数調べ(北海道運輸局)

減少傾向物流拠点までの距離が長く、
長時間・長距離の輸送を要する

調査中区間 □□□ 貨



○オホーツク圏は 世界自然遺産知床に代表される自然環境や 地域特有の流氷など 魅力的な資源を活かし

３-４） 地域の状況と課題（観光①）

○オホーツク圏は、世界自然遺産知床に代表される自然環境や、地域特有の流氷など、魅力的な資源を活かし
た観光を推進している地域。

○中でも流氷観光の盛んな網走市や紋別市は、２月にも観光入込のピークがあるなど、冬季観光も盛んな地域。

▼季節別観光入込割合▼主な観光周遊ルートと観光地

日本の博物館・美術館
の人気ランキング10位
に選出(道内唯一)

斜里（知床）は世界最大級
の旅行サイト：トリップアド
バイザーのランキングで日
本で５位（道内１位）の人気

H26年入込 218 742人 59% 41%

夏期 冬期夏季 冬季

網走監獄
流氷砕氷船
（ガリンコ号）

サロマ湖

札幌発着の冬季インバウンド
観光でも周遊あり

オホーツク圏

世界自然遺産知床

H26年入込：204,050人
H26年入込：33,554人

H26年入込：520,907人
（道の駅うとろ・シリエトク）

H26年入込：218,742人
（道の駅サロマ湖）

73%

59%

27%

41%

全道

網走・紋別

冬季約1.5倍

資料：平成27年北海道観光入込客数調査報告書
（北海道経済部観光局）
※夏季：4～10月、冬季：11～3月

観光でも周遊あり

流氷観光砕氷船おーろら

端野～高野間

世界自然遺産知床

資料：世界最大級旅行口コミサイト

H26年入込：83,026人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

290 
319 

300 

350 
（千人）

▼網走市・紋別市の月別観光入込客数

冬季にも観光入込のピーク
オホーツク流氷館

H26年入込：136,101人
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162 
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網走港に寄港した豪華客船
ダイヤモンドプリンセス

新千歳空港

H26年入込：195,673人

H26年入込：17,148人

20

0 

50 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

資料：平成27年北海道観光入込客数調査報告書
（北海道経済部観光局）

資料：平成24年道外観光客ルート把握調査、施設別入込客数は網走開発建設部調べ
※大手観光バス会社（H24年6月運行実績）山の水族館

ハッカ記念館

リニューアルオープン後の１年間で
２．５万人から２９万人の入場者に

滝つぼ水槽



○オホ ツク圏は 広域観光周遊ル ト「アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし北・海・道」の一部を形成

３-５） 地域の状況と課題（観光②）

○オホーツク圏は、広域観光周遊ルート「アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし北・海・道」の一部を形成。
○北海道では「来道外国人観光客 2020年に年間500万人（2015年の2.6倍）」の目標を設定。オホーツク圏に観

光効果を波及させるためには、ひがし北海道広域観光圏としての魅力を更に高めることが必要。

▼広域観光周遊ルートと観光拠点間の移動における課題 ▼観光庁の推進する広域観光周遊ルート

アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし北・海・道
Hokkaido-Route to Asian Natural Treasures

人と自然の織りなすデザイン。超自然が生んだ奇跡の絶景。

コンセプト

オホーツク圏

旭川
上川層雲峡 北⾒ 網⾛ 知床

この道を旅する時の醍醐味は、
めくるめく風景、大地から海への食に

至るまで、どこまでも続くコントラスト。

世界でここだけのプライムロード
ひがし北・海・道

目標

網走エリア

知床エリア

旭川エリア

「旭山動物園」

「網走の流氷
とオオワシ」

旭川
美瑛・富良野

トマム 帯広・
⼗勝川温泉

摩周・川湯温泉阿寒湖温泉

釧路

訪日外国人客の北海道シェア
H25：10.5％⇒H31：14.5％

外国人延宿泊客数の北海道シェア
H25：9.5％⇒H31：14.5％

外国人延宿泊客数の道北・道東シェア
H25：8.8％⇒H31：22％

札幌

新千歳空港

阿寒湖・摩周湖エリア

旭川 リ

端野～高野間 「世界自然遺産 知床」

1,192
1,200

（百人）
▼オホーツク圏の外国人宿泊者数（延人数）の推移

資料：広域観光周遊ルートについて
（国土交通省 観光庁）

阿寒湖・摩周湖エリア

北海道全体の目標

「2020年をめどに 北がし北海道

220
269297310

356
277

321287

387
461

523
442

506

352

640

788

968

400

600

800

1,000 約１４倍に増加
釧路エリア

十勝エリア

「2020年をめどに、北
海道の人口に匹敵する
500万人という新たな
目標を目指す。」

資料：H28.9.16 北海道議会

知事答弁

「阿寒湖」

ひがし北海道
広域観光周遊ルート

86

220

0

200

H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27

台湾 香港 その他アジア ヨーロッパ 北米 その他 合計

資料：平成27年北海道観光入込客数調査報告書
（北海道経済部観光局） 21

「釧路湿原」
「勝毎花火大会」



３-６） 地域の状況と課題（観光③）

○高規格幹線道路により札幌市や新千歳空港と接続されていない地域は 観光入込客数の伸び率が低く 道内○高規格幹線道路により札幌市や新千歳空港と接続されていない地域は、観光入込客数の伸び率が低く、道内
でもオホーツク圏の伸び率は、平成１８年と比べマイナス１３％と際立って減少。

○地域が世界水準の観光地形成に向けて取り組む中、広域観光の周遊性向上が地域発展の課題。

2 392
2,200

2,400

2,600
（万人） 道北圏

900

1,000
（万人） オホーツク圏 ▼高規格幹線道路ネットワーク接続有無による

観光入込客総数の増加傾向比較（H27/H18）

▼圏域別・観光入込客総数伸び率比較（H27/H18））

高規格幹線道路

H18年以前開通

H19～H27開通
約-13％

約-5％

最近10年で、札幌市及び新
千歳空港に高規格幹線道

54.9

55.6

168.2

170.1

65.2

53.3

H27

H18

1.0倍 1.2倍1.0倍

2,392
2,269

1,800

2,000

H18 H27

996

872

700

800

H18 H27

7 500

8,000
（万人） 道央圏

道北圏

オホーツク圏

接続自治体

H18以前接続

H19～H27年接続

約２％

千歳空港に高規格幹線道
路ネットワークで接続した自
治体は、観光入込客の増加
率が高い。

未接続

H18以前接続

0.0 100.0 200.0 300.0 400.0

（万人）

7,653 7,793

6,000

6,500

7,000

7,500

H18 H27

資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局）

十勝圏

道の駅
阿寒丹頂の里

0.6
（万人）

約40％

以前接続

H19～H27接続

900

1,000
（万人） 釧路・根室圏釧路・根室圏

道央圏

札幌市
新千歳空港

約-0.1％

0.1
H27 H28

白糠～阿寒がH28.3開通

■地域の声＜大手旅行会社＞

・横断道は特に早期開通の期待が大きく、ツアーの宿泊拠点である
層雲峡から網走・知床へ周遊する際の時間短縮を期待できるた

919 918

700

800

900

H18 H27

1 036

1,000

1,100
（万人） 十勝圏

1,200

1,300
（万人） 道南圏

道南圏
約１％

約16％

層雲峡 ら網走 知床 周遊する際 時間短縮を期待 きるた
め、重要視している。道東旅行の行動範囲は間違いなく広がり、新
千歳空港発でも初日に知床宿泊が可能になるのではないかと期待
している。

・北海道は冬の道路事情が課題。吹雪などによる通行止めの影響が
大きい。周遊ツアーの最終日には飛行機に確実に間に合わせるた
め 必然的に行動範囲が狭まり 面白みのない行程になる

894

1,036

800

900

H18 H27

1,188 1,195

1,000

1,100

H18 H27

資料：（圏域）北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局）
（道の駅）釧路市H27,H28の4.29～5.5の延べ人数 22

め、必然的に行動範囲が狭まり、面白みのない行程になる。



３-７） 地域の状況と課題（医療①）
○北見市周辺の病院では、医師数・病床数ともに減少傾向。
○中核となる医療施設は北見市、網走市にあり、両市のみでしか対応できない診療科目もあることから依存度は

高く、高齢者の救急搬送は増加傾向。
○管内の３次医療施設は唯一北見市にあり、高度医療を要する場合には網走市からも搬送され、そのカバー面積

は全国に比べ約４倍は全国に比べ約４倍。

▼診療科目比較表 北見市・網走市でのみ対応可能な診療科目

北見市でのみ対応可能な診療科目

診療科目 北見市 網走市 美幌町 津別町 斜里町 清里町 小清水町 訓子府町 置戸町 佐呂間町 遠軽町 大空町

内科 34 9 7 1 3 0 1 1 1 1 7 2

▼北見市への救急搬送状況（H25）

２次医療施設
地域センター病院
網走厚生病院

３次医療施設
地方センター病院
北見赤十字病院内科 34 9 7 1 3 0 1 1 1 1 7 2

消化器科 4 4 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0
胃腸科 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
循環器科 6 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
呼吸器科 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小児科 13 4 3 0 2 0 0 0 0 0 2 0
外科 13 5 2 1 1 0 0 1 0 1 2 2
呼吸器外科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
心臓血管外科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
脳神経外科 6 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

網走厚生病院

２次医療施設
地域センター病院
遠軽厚生病院

北見赤十字病院

資料：北海道救急医療・広域災害情報システム（北海道）※H28.5現在
※遠軽町の心臓血管外科は 第2 第4金曜のみの診療

脳神経外科 6 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
整形外科 10 5 3 1 0 0 1 1 0 1 2 0
形成外科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
産婦人科 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
皮膚科 9 2 2 0 0 0 1 0 0 1 3 0
泌尿器科 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
麻酔科 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5％以上流動

25％以上流動

50％以上流動

凡　　例

▼北網地域（北見市を除く）の医師数・病床数の推移

※遠軽町の心臓血管外科は、第2・第4金曜のみの診療

地域の声＜病院 リ グ＞

▼3次医療施設カバー面積 資料：消防本部アンケート調査結果

※1 地方センター病院、地域センター
病院：北海道医療計画（北海道）
にて定められた中核的医療機関

2,871全国 約3.7倍2000150
医師数 病床数

■地域の声＜病院ヒアリング＞

・心臓血管外科は北見市にしかないため、心疾
患でも２次医療施設のある網走から北見市への
救急搬送を行っている。

・命にかかわる3 次救急に関して、オホーツク圏
10 691

7,587北海道 約1.4倍
135

124 124 123 123

1770
1732

1649 1643 1629 1629

1600

1800

120

130

140

病
床

数

医
師

数
（人

）

23資料：北海道保健統計年報（北海道保健福祉部）

においては北見赤十字病院が担っている。

資料：全国都道府県市区町村別面積調べ、
日本救急医学会HP

10,691

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

オホーツク圏

（km2）
109

1200

1400

100

110

H21 H22 H23 H24 H25 H26

医

医師数・病床数は年々減少



３-８） 地域の状況と課題（医療②）

○３次医療施設へ60分以内に到着できない北見周辺市町の人口は、夏季において43千人（41％）、冬季悪天候○３次医療施設 60分以内に到着できない北見周辺市町の人口は、夏季において43千人（41％）、冬季悪天候
時には搬送時間が増加し、69千人（65％）も存在。

○網走市は、３次医療施設のある北見赤十字病院までの所要時間が長く60分カバー圏域外であり、虚血性心疾
患の死亡比が全国平均と比較して高い水準にあり、救命率向上が必要。

○地方 地域センタ 病院としての機能を果たすには 年間を通じた北見市 の救急搬送の速達性向上が課題

150

▼虚血性心疾患の死亡数の標準化死亡比
（SMR）

○地方・地域センター病院としての機能を果たすには、年間を通じた北見市への救急搬送の速達性向上が課題。

▼北見市への所要時間比較

▼北見市３次医療施設60分カバー圏

・美幌町、訓子府町、置戸町、津別町は北見市へ依存
・大空町 小清水町 清里町 斜里町は網走市へ依存３次医療施設

100.0 
89.2 86.8 

116.0 

100

網走市は標準化死亡比が高い

北見市訓子府町

北見市網走市

通常期 ２６分

冬 季 ２９分

通常期 ６３分

・大空町、小清水町、清里町、斜里町は網走市へ依存
・網走市、北見市相互の搬送も顕著

２次医療施設
地域センター病院
網走厚生病院

３次医療施設
地方センター病院
総合病院北見赤十字病院

施
50

全国平均 北見市 訓子府町 網走市

ＳＭＲ：心筋梗塞や狭心症による虚血性心疾患の死亡数の
標準化死亡比

資料：財団法人 北海道健康づくり財団 SMR（2003-2012）

北見市網走市
冬 季７０分

資料：平成22年道路交通センサス（国土交通省）
※冬季は通常期速度に低減率9.9％を乗じて時間を算出
※網走市～北見市間は国道39号経由で算出

２次医療施設
地域センター病院
遠軽厚生病院

▼搬送時間と生存率の関係（急性心筋梗塞）

10分の搬送時間差で
資料：平成25年消防本部アンケート調査結果 5％以上流動

凡　　例

■地域の声＜網走消防本部＞
・網走消防本部では約1,800件/年の救急搬送
があり、北見市への搬送は約100件/年。

・冬季の救急搬送は国道39号を活用している。
道路交通課題が改善されると、搬送に集中
出来負担軽減されるため、患者ケアが手厚く

30%

10%

10分の搬送時間差で
生存率が約20％異なる

人 口
60分圏域外人口

（割合）

夏 季

105千人

43千人
（41%）

冬 季
61千人

25％以上流動

50％以上流動

冬季悪天候時の60分圏

夏季の60分圏

冬季の60分圏

出来負担軽減されるため、患者ケアが手厚く
なると思う。患者の負担も軽減され容態悪化
の抑制に繋がると思う。

■地域の声＜北見市内の産科医療機関＞
・北網地域は冬季の交通状況が悪いなどの理
由で 冬季の出産は控えたい傾向がある

24

資料：藤本他医師９名「道路整備による救急医療改善効果～経済性
を偏重しない道路整備効果説明方法の提案～」交通工学
Vol.45，No.5，2010

※時間：覚知（コール119）～病院到着までの時間

60

※北見市への救急搬送件数が多い市町村を対象
（網走市・美幌町・訓子府町・置戸町・津別町・遠軽町・佐呂間町）

資料：H22国勢調査

105千人冬 季
千人

（58%）

冬 季
悪天候時

69千人
（65%）

由で、冬季の出産は控えたい傾向がある。
・小清水町の出産患者が当院までの通院中に
破水してしまい、網走厚生病院に通院先を急
遽変更したケースがある。



４．道路の状況と課題
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４-１） 道路の状況と課題（ミッシングリンク）

○当該区間は、圏域の中心都市である北見市と空の玄関口である女満別空港、行政機関や重要港湾の立地する○当該区間は、圏域の中心都市である北見市と空の玄関口である女満別空港、行政機関や重要港湾の立地する

網走市を結ぶ重要な区間であるが、高規格幹線道路ネットワークが接続していないミッシングリンク。

○ミッシングリンクの存在により高規格幹線道路ネットワークの機能が最大限には発揮されておらず、速達性が低

下する端野市街や山間部を通過せざるを得ない状況。

知床

▼北見中央IC～女満別空港IC間の走行距離と時間

北
女
満

網走市

女満別空港 女

見
中
央
IC

北
見
東
IC

高
野
IC

別
空
港
IC

北見市道央・
道北圏 凡 例

開 通 区 間

事業中区間

満

別

空

9km5km 20km

7分4分

北

見

22分

北見道路 一般国道 美幌ＢＰ

ミッシングリンク区間

資料：H22道路交通センサス

港

十勝圏

北見道路（北見西IC～北見東IC） 国道39号 端野～高野間 美幌バイパス

端野郊外部の物流状況
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たまねぎ列車に代わりトラック活躍中

端野市街の混雑状況



４-２） 道路の状況と課題（事故）

○主要農水産品の出荷や周遊観光の主要ルートである当該区間は 大型車関連の重大事故発生割合が高い○主要農水産品の出荷や周遊観光の主要ルートである当該区間は、大型車関連の重大事故発生割合が高い。

○市街部では、大型車の流入により交通が輻輳し、交差点や沿道出入りに関する重大事故発生割合が高い。

○たまねぎ等の主要農水産品出荷や観光ピーク期にあたる冬季は、大型車関連の事故が多発。

▼当該区間の事故発生状況
端野～高野 L=約20㎞

事故危険区間（事故ゼロプラン）

2% 35% 63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼大型車類関連事故の死亡・重傷・軽傷割合

当該
区間

3%

11%
86%

死亡 重傷 軽傷

資料：事故マッチングデータ(H17～H26)

全道
国道

線形不良箇所に
起因した事故発生

25%

39%

20%
30%
40%
50%

▼市街部における車種別重大事故発生割合

約1.6倍

信号交差点や沿道出入
りに関わる事故が多発。
さらに大型車が流入する
ことで重大事故発生

地吹雪や路面
凍結で事故発生

起因した事故発生

視程障害による
追突事故発生

0%
10%

乗用車類 大型車類

資料：事故マッチングデータ（H17～H26）
※重大事故は死亡・重傷事故、及び致死率の高い正面衝突、路外逸脱、工作物衝突

ことで重大事故発生
▼大型車類関連事故の季節別割合

58% 42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

冬期 夏期

当該
区間

冬季 夏季
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大型車の市街地流入
峠部で連続するカーブ、
縦断線形不良箇所

事故発生
要因 冬季悪天候

資料：事故マッチングデータ（H17～26）、事故危険区間は国土交通省 北海道開発局「事故ゼロプラン(事故危険区間重点解消作戦）」
※事故ゼロプラン：事故データに基づく区間や地域住民や市町村等からの指摘等による潜在的な危険区間を抽出し、重点的・効率的に解消する作戦

資料：事故マッチングデータ(H17～H26)

41% 59%

冬期 夏期

全道
国道

冬季 夏季



４-３） 道路の状況と課題（冬季の状況）

○国道３９号の端野市街部は、農水産品輸送の大型車の流入等により渋滞が発生。○国道 号の端野市街部は、農水産品輸送の大型車の流入等により渋滞が発生。
○美野峠区間は、線形不良や地吹雪により走行性が低下し、拠点間の定時性確保が困難。
○郊外部では地吹雪発生箇所が多数存在し、冬季事故の約６割が地吹雪等の悪天候時に発生。

▼端野～高野間の冬季走行環境
▼端野市街の月別渋滞発生状況

端野～高野 L=約20㎞
▼端野 高野間の冬季走行環境

(台/日)(回/月)

渋滞回数/月

大型車交通量/日

89

125
1,222

1,370

1,275

1,169

1,262
1,250

1,169

1,283

1,360
1,374 1,378

1,300

1,500

150

200

幅員減少と大型車増により、
冬季に渋滞が頻繁に発生

冬季主風向

美野峠

35

89

69

37
54

22
35 34

18
26

66
1,076

,

700

900

1,100

0

50

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月冬季の状況（市街部）

▼女満別空港までの所要時間（最小・最大）
（％）50 夏季３分

冬季はバラツキが多い

端野市街

資料：平成22年渋滞統計情報（日本道路交通情報センター）、
平成22年常時観測データ（網走開発建設部）

※VICSデータは5分間の平均速度が10km/h以下場合を渋滞と判定

夏

0

10

20

30

40

16分 18分 20分 22分 24分 26分 28分 30分 32分 34分

冬季１６分

冬季はバラツキが多い
最大２倍の所用時間の差地吹雪状況(郊外部)

夏

冬

資料：民間プローブ調査結果
夏季：平成25～26年、冬季：平成24～27年（網走開発建設部）

16分 18分 20分 22分 24分 26分 28分 30分 32分 34分

地吹雪かつ

▼郊外部（冬季）における事故発生状況

冬季事故の

28

信号交差点の連続による
通年の速度低下
冬季は傾向が顕著

線形不良、地吹雪等に
よる速度低下

冬季悪天候時の
速度低下が大きい

資料：事故危険区間は国土交通省 北海道開発局「事故ゼロプラン(事故危険区間重点解消作戦）」

主要渋滞箇所は国土交通省 北海道開発局「北海道渋滞対策協議会資料」

旅行速度は夏季：Ｈ25民間プローブ、冬季・冬季悪天候時はＨ24プローブ調査結果、縦断勾配は道路台帳

地吹雪かつ

路面凍結時
33%

地吹雪時
14%

路面凍結時
10%

その他
43%

約６割が
悪天候時に発生

資料：事故マッチング
データ(H17～H26)、
気象庁



４-４） 道路の状況と課題（災害・通行止め）
○オホーツク圏では、近年、平成16年の北見豪雪や平成25年の暴風雪などの雪害が多発。

道 路線 が 経○平成26年度には国道で最大12路線18区間、延べ約1,700時間に及ぶ通行止めが発生し、経済活動や生活に
多大な影響が発生。

○通行止め時は圏域の分断や広域的な迂回を強いられるなど、拠点間移動の連絡信頼性の向上が課題。

▼オホーツク圏等における雪害発生状況
▼車両救出状況（H27暴風雪）

▼オホーツク圏等における雪害発生状況
▼北見駅で立ち往生する列車（Ｈ16豪雪）

発生年次 概要

H16.1.13
～

H16.1.16

・北見地方で記録的な豪雪を観測
（北見の総降雪量は125㎝ 1年間の冬季平均降水量に相当）

・交通機関が麻痺し、車道幅員の減少等により交通混雑が発生
[国道39号端野～高野間の通行止め時間：約20時間]

管内全域で降雪量40 を超す暴風雪を観測
H16.2.23

・管内全域で降雪量40㎝を超す暴風雪を観測
[国道39号端野～高野間の通行止め時間：約11時間]

H21.2.21 ・爆弾低気圧が発生、暴風雪を観測

H25.3.2
～

H25.3.3

・台風並みの暴風雪が発生（道内で計９人の死者）
・観光バスの路外逸脱や、国道で立ち往生が相次ぐ
・北見市、網走市、大空町は自衛隊に派遣を要請
[国道39号端野～高野間の通行止め時間：約12時間]

1 681

65

60

80

2 000

2,500
（回数）（時間）

▼オホーツク圏の吹雪による通行止め時間・回数

[国道39号端野 高野間の通行止め時間：約12時間]

H26.12.16～
H26.12.20

・記録的な暴風雪で道内の小売業や飲食業にも混乱が発生
・道東を中心に国道25路線39区間、道道148路線177区間で通行止め発生
[国道39号端野～高野間の通行止め時間：約17時間]

H27.1.31～
H27.2.4

・発達した低気圧が停滞し道東を中心に大雪や吹雪による交通障害が発生
・羅臼町では積雪が179㎝に達し、自衛隊に派遣を要請
[国道39号端野～高野間の通行止め時間：約17時間]

511
634

1,681

6387 9 10

39

24 29

0

20

40

60

500

1,000

1,500

2,000

▼端野～高野間の通行止めによる迂回

通常時：約15ｋｍ■地域の声＜物流事業者＞
71 155 117

‐20

0

0

500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

約15分

周辺に有効な迂回路が
無く、当該区間を境に
オホーツク圏が分断

資料：北海道開発局
※年度単位での集計

■地域の声＜物流事業者＞
・オホーツク全域で配送が滞った場合、１便につき2.6万食分の弁
当類が廃棄処分となる。全量は把握出来ないが、H26年度は相
当量が廃棄となっている。

■地域の声＜赤十字血液センター＞
・旭川･紋別自動車道と国道39号が双方とも通行止めになった際

道東道を す 輸送 替 道東道

29

迂回時：約212ｋｍ
約３時間３０分

資料：網走開発建設部 H25.3.2暴風雪時

オホーツク圏が分断は、道東道を利用する輸送に切り替えていた。また、道東道や
国道274号（日勝峠）も通行止めになった際は、ＪＲ(特急おおぞ
ら)を利用した輸送を行ったが、ＪＲも占冠にて運行を取りやめ
折り返したため、血液製剤輸送が出来なかったケースもある。



５．課題の整理
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５-１） （１）地域の課題と道路の課題（案）

地域の課題（案） 道路の課題（案） テーマ

○オホーツク圏は、日本の食糧供給基地である北海道において
トップクラスの食料生産地であるが、物流拠点間の距離が長く、
長距離輸送が必要。

○主要農水産品の出荷は秋から冬に偏り、貨物自動車が減少傾
向にあるなか 地域を支える農水産業の輸送効率化が課題

○主要農水産品の出荷ピーク期にあたる冬季は輸送時間がかか
るうえ、大型車関連の重大事故割合が高く、約６割の冬季事故
が地吹雪等の悪天候時に発生。

○ドライバーの負担を軽減し、安全かつ輸送効率が高い道路が必
要

農水産業支援

（物流）

向にあるなか、地域を支える農水産業の輸送効率化が課題。 要。

○オホーツク圏は、世界自然遺産知床や流氷などの観光資源が
多くあり 広域観光周遊ルート「アジアの宝 悠久の自然美への

○北見市周辺は、開通している高規格幹線道路があるが、拠点間
多くあり、広域観光周遊ル ト「アジアの宝 悠久の自然美への
道 ひがし北・海・道」の一部を形成。

○地域が世界水準の観光地形成に向け取り組む中、広域観光の
周遊性向上が地域発展の課題。

が接続されていないミッシングリンクが存在。

○高規格幹線道路の機能が最大限には発揮されておらず、連続し
た周遊性の高い道路が必要。

観光支援

（人流）

○オホーツク圏の病院は、医師・病床数が減少傾向。

○高度医療は３次医療施設を管内で唯一有する北見市へ依存す
るが、カバー面積は全国に比べ約４倍と広大。

○北見市の高次医療施設への救急搬送ルート上に、速度低下の
大きい市街地や走行性の低い峠が存在することに加え、冬季は
地吹雪や路面凍結等により走行環境が悪化。

暮らし

（ 療）

今後 グ 自治体と 調整等 り 確化を行う

積

○安心して暮らせる地域を形成するには北見市への速達性が課
題。

○搬送時間を短縮し、救命率を上げるために、速達性が高く安定
走行が可能な道路が必要。

（医療）
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⇒今後のアンケート・ヒアリング、自治体との調整等により、明確化を行う。



地域の課題（案）

農業・⽔産業⽀援（物流） 観光⽀援（⼈流） 暮らし（医療）

○オホーツク圏は ⽇本でもトップクラスの ○オホーツク圏は 知床や流氷等の観光資源 ○オホーツク圏の病院は 医師・病床数が減○オホ ツク圏は、⽇本でもトップクラスの
⾷糧供給基地であるが、物流拠点間の距離が
⻑く⻑距離輸送が必要
○主要産品の出荷は秋から冬に偏り、貨物⾃
動⾞が減少傾向にある中 輸送効率化が課題

○オホ ツク圏は、知床や流氷等の観光資源
が多くあり、広域観光周遊ルートの⼀部を形
成
○地域が世界⽔準の観光地形成に向け取り組
む中 広域観光の周遊性向上が課題

○オホ ツク圏の病院は、医師・病床数が減
少傾向で、⾼度医療を北⾒市へ依存するが、
カバー⾯積は全国に⽐べ約４倍と広⼤
○北⾒市を中⼼とした医療圏域を形成するに
は北⾒市への速達性が課題

⾼規格幹線道路
網走監獄 流氷観光砕氷船おーろら 『世界自然遺産』 知床

動⾞が減少傾向にある中、輸送効率化が課題 む中、広域観光の周遊性向上が課題 は北⾒市への速達性が課題

⾼規格幹線道路
ネットワークの

ミッシングリンク区間

かき・地吹雪による視程障害や路⾯凍結

広域観光の周遊性、
輸送効率の低さが課題

かに

たまねぎ

きんき

さけ・ます

かき
・⼤型⾞による重⼤事故
・速度低下が⼤きい市街地や峠部
・３次医療施設への速達性

小麦

山の水族館

ばれいしょ

んさ

麦

凡　　例凡　　例

高速道路等

事業中区間

一般国道

高速道路等

事業中区間

一般国道

第３次救急医療機関

その他拠点施設

第３次救急医療機関

その他拠点施設

高規格幹線道路等
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てんさい
農水産品の流動

観光の流動

観光庁認定
広域観光周遊ルート

農水産品の流動

観光の流動

観光庁認定
広域観光周遊ルート

主要観光施設主要観光施設



５-２） （２）地域の将来像

地域の将来像

産業・経済 観光 医療

○都市圏内生産地と道内物流拠点を

結ぶ高規格道路などによる物流網

の強化

○都市圏内観光拠点のアクセス向上

に寄与する高速交通ネットワーク

の整備促進

○地域完結型医療体制の充実

〔北見市地方創生総合戦略(2015～2019)〕

○救急救命医療の機能充実強

〔北見網走都市圏総合都市交通体系調査(H27)〕

○地域特性を活かした企業誘致の推進

〔北見市総合計画(2009～2018)〕

特産 創 商 向

〔北見網走都市圏総合都市交通体系調査(H27)〕

○広域的な地域連携の強化

〔北見市総合計画(2009～2018)〕

体験 観 れ体制 充実

機

〔網走市総合計画(2009～2018)〕

○保健、医療、介護、福祉との

連携強化

○地域特産品の創出と商品化に向けた

取り組みと支援

〔網走市総合計画(2009～2018)〕

○体験型観光の受け入れ体制の充実

〔網走市総合計画（2008～2017）〕

〔美幌町総合計画(2016～2026)〕

安全・防災

○広域連携・地域防災の強化 〔北見市総合計画(2009～2018)〕

○防災体制の充実・強化 〔美幌町総合計画(2016～2026)〕

○高齢者でも安全で事故の少ない道路づくり 〔北見網走都市圏総合都市交通体系調査(H27)〕
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資料：Ｈ27年度北見網走都市圏総合都市交通体系調査（北見網走都市圏の都市交通マスタープラン）、北見市・網走市・美幌町・大空町 総合計画、北見市地方創生総合戦略

○交通安全施設の整備 〔美幌町総合計画(2016～2026)〕



第１章 計画策定の意義

５-３） （２）地域の将来像（新たな北海道総合開発計画の構成）

第１節 北海道開発の経緯
 国全体の安定と発展に寄与するため、特別な開発政策の下、北海道開発を推進。
 食料品等の輸出倍増、外国人観光客数100万人突破等の成長産業の萌芽。他方、経

済・人口は縮小傾向。ネットワーク未整備区間、地域コミュニティ維持に係る懸
念の存在。

第３節 新たな北海道総合開発計画の意義
北海道開発の基本的意義：北海道の資源・特性を活かして、国の課題の解決に貢献。

人口減少・高齢化の急速な進展等により、食や自然環境など北海道の強みを提供し、我が
国全体に貢献している「生産空間」の維持が困難となるおそれ。

来たるべき10年間は、
•「生産空間のサバイバル」「地域としての生き残り」を賭けた重要な期間。

第２節 我が国を取り巻く時代の潮流

(1) 本格的な人口
減少時代の到来

(2) グローバル化の
更なる進展と国際環境の

変化

(3) 大規模災害等の
切迫

生産空間のサバイバル」 地域としての生き残り」を賭けた重要な期間。
•また、北海道新幹線開業、高速道路網の道東延伸、2020年オリパラ等を地域の飛躍の契機
となし得る期間。

これらの機会の活用によって、本格的な人口減少時代にあっても活力を失うことなく人々
が豊かな暮らしを送ることのできる地域社会の先駆的形成を図る。

第２章 計 標

第４章 計画の主要施策第３章 計画推進の基本方針

(1)人が輝く地域社会
(2)世界に目を
向けた産業

(3)強靱で持続
可能な国土

キャッチフレーズ： 「世界の北海道」

ビジョン： 2050年を見据え、「世界水準の価値創造空間」の形成

第２章 計画の目標 ≪３つの目標≫

第１節 人が輝く地域社会の形成

（１）北海道型地域構造の保持・形成に向けた定住・交流環境の維持増進

（２）北海道の価値創造力の強化に向けた多様な人材の確保・対流の促進

第２節 世界に目を向けた産業の振興

第１節 計画の期間 2016（平成28）～2025（平成37）年度の10年間

第２節 施策の基本的な考え方

（１）北海道型地域構造の保持・形成

 「生産空間」「市街地」「中心都市」の３層構造で
人々の日常生活が営まれる「基礎圏域」を形成。

（２）北海道の価値創造力の強化

 人口減少時代にあっては、「人」
こそが資源。

 人材育成・活用の重点的実施とと

（１）農林水産業・食関連産業の振興
（２）世界水準の観光地の形成
（３）地域の強みを活かした産業の育成

・高規格幹線道路を始めとする基幹的なネットワークについては、農水産品・
食料品の輸送や観光等に求められる広域的な人流・物流を支える交通体系を
強化する観点から 生産地や観光地 消費地 空港・港湾等の交通拠点を結ぶ

第３節 計画の推進方策

（１）産学官民金連携による重層的なプラットフォームの形成

 人材育成、地域づくり等のテーマに応じて、産学官民金が連携するプラットフォームを

」
 札幌都市圏：集積を活かして北海道全体を牽引。

 人材育成 活用の重点的実施とと
もに、多様な人々を引きつけ、地
域の価値創造力を向上。

強化する観点から、生産地や観光地、消費地、空港・港湾等の交通拠点を結ぶ
道路ネットワークの整備、ミッシングリンク解消等を推進する。

（１）恵み豊かな自然と共生する持続可能な地域社会の形成

①環境と経済・社会の持続可能性の確保

人材育成、地域 くり等 テ 応じ 、産学官民金 連携する ラッ ォ を
各地域又は北海道全体で展開し、取組を持続的にマネジメント。

（２）イノベーションの先導的・積極的導入～「北海道イニシアティブ」の推進
 技術の力で人口減をカバーし、地域の課題を旧弊にとらわれずイノベイティブに解決。

（３）戦略的な社会資本整備
 社会資本のストック効果を最大限に発揮。

 戦略的なインフラメンテナンスの徹底、技術開発も活用した「賢く使う」取組の充実強

第３節 強靱で持続可能な国土の形成

②環境負荷の少ないエネルギー需給構造の実現

（２）強靱な国土づくりへの貢献と安全・安心な社会基盤の形成

①激甚化・多様化する災害への対応
②我が国全体の国土強靱化への貢献
③安全・安心な社会基盤の利活用

戦略的なイン ラ ンテナン の徹底、技術開発も活用した 賢く使う」取組の充実強
化。

（４）計画のマネジメント
 「企画立案→実施→評価→改善」のマネジメントサイクル。おおむね５年後に総合的な

点検。
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５-４） （２）地域の将来像（北見網走都市圏）

○北見網走都市圏の都市交通マスタ プランにおいて 都市圏形成や都市交通の考え方が整理されている○北見網走都市圏の都市交通マスタープランにおいて、都市圏形成や都市交通の考え方が整理されている。
○観光拠点のアクセス向上に寄与する高速交通ネットワークの整備促進や、生産地と物流拠点を結ぶ高規格

道路による物流網強化、救急搬送など高齢社会に対応した安全な道路づくり等の方針が示されている。

１．持続可能な北⾒網⾛都市圏形成に向けた視点
（１）暮らし
・⽇常の地域間移動を⽀えるネットワークの交通環境向上
将来都市構造や交通状況等を踏まえた道路網計画 検討

３．都市交通計画の基本的な考え⽅
（１）交通ネットワークの強化による都市機能の有効活⽤
（２）地域の拠点間を結ぶ地域間連携軸の形成
（３）産業拠点や観光拠点を結ぶ広域的な連携軸 強化・将来都市構造や交通状況等を踏まえた道路網計画の検討

（２）活⼒
・都市圏内観光拠点のアクセス向上に寄与する⾼速交通ネットワークの整
備促進

（３）産業拠点や観光拠点を結ぶ広域的な連携軸の強化

４．北⾒網⾛都市圏道路交通網・施策図

・都市圏内⽣産地と道内物流拠点を結ぶ⾼規格道路などによる物流網の
強化

（３）安全・安⼼
・⾼齢者でも安全で事故の少ない道路づくり
・災害時にも強い道路づくり
・１年を通じて安定した道路交通の確保
２．施策の⽅向性
・鉄道輸送網の確保と都市圏の物流拠点と道内物流拠点とを結ぶ⾼規鉄道輸送網の確保と都市圏の物流拠点と道内物流拠点とを結ぶ⾼規
格道路などによるネットワーク強化を⽬指す
・観光拠点と⼥満別空港等の交通拠点とを結ぶ⾼規格道路などへのアク
セス性向上を⽬指す
・救急搬送や通院など超⾼齢社会に対応した安全な道路づくりを⽬指す・救急搬送や通院など超⾼齢社会に対応した安全な道路づくりを⽬指す
・都市圏内外、地域間を結ぶ道路ネットワークの通年通⾏と安全性の確保
を⽬指す

資料：Ｈ27年度北見網走都市圏総合都市交通体系調査（北見網走都市圏の都市交通マスタープラン）35



５-５） （２）地域の将来像（北見市、網走市のまちづくり）

○北見市では、魅力的な観光資源を有する市町村との広域的な連携や、空港の利活用と機能強化等の方針が○北見市では、魅力的な観光資源を有する市町村との広域的な連携や、空港の利活用と機能強化等の方針が
示されており、網走市では、港湾の取扱量増大や水産資源のブランド化、販路拡大、スポーツ合宿の誘致推進
等の方針が示されている。

○また、両市ともに北海道横断自動車道の整備促進に取組む方針が示されている。

北⾒市のまちづくり基本⽬標
（１）⾃然と強制する安全・安⼼のまちづくり（環境・安全）
（２）豊かな⼼と⽂化を育てるまちづくり（教育・⽂化）
（３）⽀えあ ⼈ひとりを⼤切にするまちづくり（健康 福祉）

網⾛市のまちづくり基本⽬標
（１）⽀え合い、安⼼して暮らせるまち
（２）快適で調和のとれたまち
（３）にぎわ と活⼒にあふれるまち（３）⽀えあい、⼀⼈ひとりを⼤切にするまちづくり（健康・福祉）

（４）活⼒を⽣み出す産業振興のまちづくり（産業・観光）
（５）住む喜びを実感できる⽣活優先のまちづくり（都市・⽣活基盤）
（６）市⺠とつくる信頼と協働のまちづくり（地域・⾃治）

（３）にぎわいと活⼒にあふれるまち
（４）みずから学び、ふれあいを⼤切にするまち
（５）みんなで知恵を出し、いっしょにつくるまち

施策の概要
■地域に根づいた⼯業の振興
・地域特性を活かした企業誘致の推進
新た 観光資源 活⽤

施策の概要
■道路
・⾃動⾞専⽤道路の整備
港湾 漁港■新たな観光資源の活⽤

・豊かな⾃然や産業と⽂化、スポーツなどを活かした体験・滞留・滞在型の観光地づくり
・広域的な地域連携の強化
■道路網の整備
・道内の主要都市や物流拠点へのアクセス向上を図るため、北海道横断⾃動⾞道の

■港湾・漁港
・取扱貨物の増⼤
■公共交通
・国際チャーター便の誘致、国際路線の新規開拓
■農業道内の主要都市や物流拠点へのアクセス向上を図るため、北海道横断⾃動⾞道の

早期建設を促進
■公共交通の確保
・鉄道・バス路線の維持・確保と利便性の向上
■市⺠の交通⼿段の確保（北⾒市地⽅創⽣総合戦略より）

■農業
・産地ブランド化に向けた⽀援 ・地域特産品の創出と商品化に向けた取り組みと⽀援
■⽔産物販売、⽔産加⼯
・網⾛産⽔産物のブランド化に向けた⽀援 ・網⾛産⽔産物の販路拡⼤
■観光

資料：北見市総合計画（2009～2018）、北見市地方創生総合戦略（2015～2019）

・空港の利活⽤と機能強化
■周辺地域との連携強化（北⾒市地⽅創⽣総合戦略より）
・農業や温泉、⾃然などそれぞれ魅⼒的な観光資源を有する各市町村と連携

資料：網走市総合計画（2008～2017）、網走市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2019）

・観光ルートの整備 ・体験型観光の受け⼊れ体制の充実
■スポーツ
・スポーツ合宿の誘致推進 ・⽇本を代表するチームの試合及び合宿誘致
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５-６） （２）地域の将来像（美幌町、大空町のまちづくり）

○美幌町では、公共交通の充実や農業、観光業の振興、スポーツ合宿の誘致促進等の方針が示されており、○美幌町では、公共交通の充実や農業、観光業の振興、スポ ツ合宿の誘致促進等の方針が示されており、
大空町では、農業や地場産業の振興、スポーツ合宿の誘致促進等に加え、女満別空港を活用した観光産業の
振興等の方針が示されている。

○また、両町ともに北海道横断自動車道の整備促進に取組む方針が示されている。

美幌町のまちづくり基本⽬標
（１）⼈を創り、地位気⼒を⾼めるまちづくり
（２）⾃然の美しさやくらしの安⼼を、みんなで譲りあうまちづくり
（３）まち 資源や持ち味を 活⼒に換え くまちづくり

⼤空町のまちづくり基本⽬標
（１）にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
（２）あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
（３） きが はぐくむ 学び まちづくり（３）まちの資源や持ち味を、活⼒に換えていくまちづくり

（４）住みやすく、⼈が集まる基盤をつくるまちづくり
（５）夢を育む体験！あたたかい⼈をつくるまちづくり

（３）いきがい はぐくむ 学びのまちづくり
（４）ゆたかさ うるおう ⽣活のまちづくり
（５）ふれあい つながる 協働のまちづくり

施策の概要
■公共交通の充実
・バス路線の利便性向上と利⽤促進
雇⽤ 拡⼤ 安定

施策の概要
■農林業の振興（農業・畜産業・林業）
・競争⼒の⾼い農畜産物の⽣産 ・新たな販路拡⼤ ・農業施設の計画的な整備
観光産業 振興■雇⽤の拡⼤、安定

・企業誘致の推進 ・地元企業の育成 ・企業や新たな事業化、販路拡⼤の促進
■農業の振興
・新たな農業の展開
■観光の振興

■観光産業の振興
・体験型観光及びグリーンツーリズムの推進
・⼥満別空港を活⽤したイベントなどの開催
■⼯業・地場産業の振興
・企業誘致の推進■観光の振興

・観光資源の点から線、⾯への展開推進
・美幌ＩＣ周辺の情報休憩施設の整備
■道路網の整備
・⾼規格幹線道路、地域⾼規格道路、⼀般国道の整備促進

企業誘致の推進
・地場産品を活⽤した特産品開発、販路拡⼤
■⽣涯スポーツの振興
・スポーツ合宿の積極的な誘致
■道路ネットワークの整備

資料：美幌町総合計画（2016～2026）、美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2019）

・⾼規格道路の⾼野への延伸
■スポーツの振興
・スポーツ合宿の誘致促進

資料：第２次大空町総合計画（2016～2025）、大空町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（2015～2019）

・空港につながる北海道横断⾃動⾞道や空港線の整備促進
■公共交通網の充実
・地域間を結ぶ交通⼿段の確保 ・航空路線拡⼤のための運⾏⽀援
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６．意見聴取方法
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６-１） 意見聴取方法

■意見聴取の基本方針 ■アンケート配布範囲
：沿線市町村

周辺市町村■意見聴取の基本方針 ■アンケート配布範囲

網走市

：周辺市町村

：国道３９号

：一般国道

女
満

○「地域の改善すべき課題」、「北海道横断自動車道の調査中

区間及び並行する国道３９号の課題」に対し意見を伺う。
オホーツク総合振興局

メルヘンの丘
めまんべつ

北見市

美幌町

大空町

北見西

丸瀬布IC

白滝IC

奥白滝IC

北見中央IC

北見東IC

高
野

美
幌
IC

満
別
空
港
IC

■意見聴取の方法と対象者

対象者・実施方法

訓子府IC

北見西IC

ヒ
ア

【沿線自治体、各団体及び観光客】

沿線自治体等 オホーツク総合振興局、北見市、美幌町、大空町、網走市

商工会議所（３箇所）、商工会（２箇所）
ア
リ
ン
グ

インタビュー形式での
ヒアリング

各団体
農業協同組合（２箇所）、漁業協同組合（２箇所）
北海道トラック協会、各運送事業者、北海道バス協会、各バス事業者
北海道観光連盟、オホーツク観光連盟、各旅行会社
消防本部・消防組合（３箇所）、病院（３箇所）、教育委員会（４箇所）

観光客 観光施設等（空港、観光施設、道の駅等）

ア
ン
ケ

【地域住民及び道路利用者】

地域住民
北見市(約5,300部)、美幌町(約4,800部)
大空町(約3 100部) 網走市(約5 100部)

郵送配布

39
注：地域住民アンケートの配布票数は、一般的に政府が世論調査を行うにあたり用いられるサンプル数決定式により算定。各係数についても公的な調査で一般的に用いられる

信頼水準95％(対応係数1.96)、標本誤差３％を採用し、回答比率については、サンプル数が最大となる0.5とした。

ケ
ー
ト

民
大空町(約3,100部)、網走市(約5,100部)

道路利用者
４自治体の役場、道の駅（メルヘンの丘めまんべつ） 常設の留置きアンケート調査

広域的な利用者 Ｗebアンケート調査



６-２） 意見聴取方法

■ヒアリングの調査項目と活用方針

ヒアリングの調査項目 ヒアリング結果の活用 備考

自治体や各団体、観光客への
・地域や道路の課題に関し、自治体や各団体、観光客への意見聴取を行い、政策目
標の設定に反映する 共通

アリングの調査項目と活用方針

意見聴取
標の設定に反映する。
・自治体や各団体、観光客との認識の整合性の確認をする。

共通

■アンケートの調査項目と活用方針

アンケートの調査項目 アンケート結果の活用 備考

地域の課題 将来を見据えた改善すべき地域の課題について、回答者の考えを把握する。

第１回道路の課題
高規格幹線道路の調査中区間（端野～高野）及び並行する国道３９号の現状につい
て、回答者の考える課題を把握する。

その他自由意見 その他、道路に関する課題や意見を幅広く聴取する。

比較ルート帯（複数案）に対する意見
・ルート帯選定に当り、回答者が重要視する視点を把握する。
・インターチェンジ設置位置（配置計画）において 回答者が重要視する視点を把握比較ルート帯（複数案）に対する意見 ・インターチェンジ設置位置（配置計画）において、回答者が重要視する視点を把握
する。 今後

その他自由意見 その他、各区間に関する意見を幅広く聴取し、計画策定に反映する。
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回答者の属性、利用状況 回答結果の差異に対して各分野で整理し、分析する。 共通



６-３） 第１回アンケート調査（案）

第 お る調査方法お び質問内容■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容

①調査概要

○本調査の趣旨・調査対象箇所について説明

②オホーツク地域の概況

○地域の概況と課題について説明

北海道横断自動車道（網走線）端野～高野間における

道路計画に関する第１回アンケート調査

北海道横断自動車道（網走線）は、黒松内町を起点として札幌市、帯広市、北見市等を経由し、網走市へ
至る延長約４９３ｋｍの高規格幹線道路で、オホーツク圏と道央・十勝・釧根圏の連絡機能の強化を図り、

オホーツク地域の概況

オホーツク圏における国道39号は、圏内最大の都市であり、物流拠点や高次医療拠点が集積する北見市と、総合振興局や重要港湾網走港を有し、
流氷観光も盛んな網走市を結ぶ基幹ルートです。

また、沿線には大規模な農業出荷拠点を有する美幌町、女満別空港が立地する大空町があり、救急搬送や観光アクセス、農水産物流など様々な交通
が利用するなど、オホーツク圏内でも最重要路線となっています。

このような中、現在の地域や道路の状況から、地域の将来を見据えた改善すべき課題（道路に関して）は、以下のように考えられます。

地域間交流の活性化及び、物流の効率化等の支援を主な目的として整備を進めています。

このアンケートは、このうちの北見市端野～美幌町高野間の計画検討にあたり、地域の皆さまの生活にも
役立つ道路とするため、ご意見を伺うアンケート調査です。

アンケートにご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

■このアンケートでは、端野～高野間のことについてお伺いします。

凡 例

開 通 区 間

事業中区間

地域の課題（案）

農業・⽔産業⽀援（物流） 観光⽀援（⼈流） 暮らし（医療）

○オホーツク圏は、⽇本でもトップクラスの
⾷糧供給基地であるが、物流拠点間の距離が
⻑く⻑距離輸送が必要
○主要産品の出荷は秋から冬に偏り、貨物⾃
動⾞が減少傾向にある中、輸送効率化が課題

○オホーツク圏は、知床や流氷等の観光資源
が多くあり、広域観光周遊ルートの⼀部を形
成
○地域が世界⽔準の観光地形成に向け取り組
む中、広域観光の周遊性向上が課題

○オホーツク圏の病院は、医師・病床数が減
少傾向で、⾼度医療を北⾒市へ依存するが、
カバー⾯積は全国に⽐べ約４倍と広⼤
○北⾒市を中⼼とした医療圏域を形成するに
は北⾒市への速達性が課題

計画段階評価

対象区間
端野～高野間

平成17年7月迄
開通

美幌

バイパス

オホーツク海

日 本 海

調査中区間 □□□

凡 例

開 通 区 間

事業中区間

広域観光の周遊性、
輸送効率の低さが課題

⾼規格幹線道路
ネットワークの

ミッシングリンク区間

網走監獄 流氷観光砕氷船おーろら 『世界自然遺産』 知床

かに

たまねぎ

きんき

さけ・ます

かき・地吹雪による視程障害や路⾯凍結
・⼤型⾞による重⼤事故
・速度低下が⼤きい市街地や峠部
・３次医療施設への速達性

平成15年6月
開通

平成25年3月
開通

事業中

本別～
足寄間

足寄～
訓子府間

北見
道路

平成27年11月
開通

訓子府～
北見間

北海道横断自動車道（網走線）
約４９３㎞

北海道横断
自動車道

函館・江差
自動車道

太 平 洋

事業中区間

調査中区間

山の水族館

ばれいしょ

てんさい

小麦

凡　　例凡　　例

高速道路等

事業中区間

一般国道

高速道路等

事業中区間

一般国道

農水産品の流動

観光の流動

観光庁認定
広域観光周遊ルート

農水産品の流動

観光の流動

観光庁認定
広域観光周遊ルート

第３次救急医療機関

その他拠点施設

主要観光施設

第３次救急医療機関

その他拠点施設

主要観光施設

高規格幹線道路等

広域観光周遊ル ト広域観光周遊ル ト
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６-４） 第１回アンケート調査（案）

■第１回アンケ トにおける調査方法および質問内容
将来を見据えた改善すべき課題

■第１回アンケートにおける調査方法および質問内容

③将来を見据えた改善すべき課題

救急医療施設への速達性
■北見市への救急搬送及び60分カバー圏

■地域の課題は、以下のように考えられます。

オホーツク 海

旭山動物園

流氷観光砕氷船
世界自然遺産知床

広域観光周遊ルートの形成
■広域観光周遊ルートと主要な観光地

産業の輸送効率化
■オホーツク圏から物流拠点までの輸送

２次医療施設
地域センター病院
網走厚生病院

３次医療施設
地方センター病院
総合病院北見赤十字病院

○将来を見据えた改善すべき地域の課題の提示
○対象路線の道路課題の提示

資料：消防本部アンケート調査結果(H25)

冬期悪天候時の60分圏

夏期の60分圏

冬期の60分圏

※北見市への救急搬送件数が多い市町村を対象
（網走市・美幌町・訓子府町・置戸町・津別町・遠軽町・佐呂間町）

日 本 海

太 平 洋

阿寒湖

釧路湿原勝毎花火大会

ラベンダー畑

※広域周遊観光ルートは、テーマ性・ストーリー性を持った魅力ある観光地を
結び 外国人旅行者の訪日を強く動機づける広域的な観光ル トを形成

２次医療施設
地域センター病院
遠軽厚生病院

■安心して暮らせる地域を形成するには、北見市への
速達性が課題

⽣活・物流交通の状況 地吹雪の状況 道路の構造
冬期交通 状況（端野市街周辺） 事故 状況（緋牛内市街周辺） ■峠区間の交通状況（美野峠区間）

■国道39号 端野～高野間の道路課題は、以下のように考えられます。

■広域観光の周遊性向上が地域発展の課題

結び、外国人旅行者の訪日を強く動機づける広域的な観光ルートを形成
し、海外へ積極的に発信する目的で、H27より観光庁が認定。

■物流拠点間の距離が長く、地域を支える農水産業
の輸送効率化が課題

■冬期交通の状況（端野市街周辺） ■事故の状況（緋牛内市街周辺） ■峠区間の交通状況（美野峠区間）

■地吹雪発生箇所が多く、視程障害や路面凍結により交
■北見網走を結ぶ唯一の幹線道路には、急勾配、急

カーブの峠があり 冬季はさらに定時性・走行性が■冬期は積雪量も多く観光や物流車両が増加し、交

至 網走至 遠軽

美野峠

リゾート
ホテル

肥料工場

緋牛内市街

4,814台/日
大型車19.7％

3,674台/日
大型車36.0％

7,344台/日

女満別空港

通環境が悪化しています
カーブの峠があり、冬季はさらに定時性・走行性が
悪化しています通混雑や事故の発生が多くなっています

美 幌 美幌市街

網
走
郡
美
幌
町

あ
ば
し
り
ぐ
ん
び
ほ
ろ
ち

端野市街

北 見 市
9,915台/日

大型車15.2％
2,092台/日

大型車25.2％

大型車28.6％

3,580台/日
大型車19.5％
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L=7.9km
（開通済）

端野～高野間北見市街

美 幌 町 美幌市街

至 旭川

町
高
野

ち
ょ
う
た
か
の 美幌バイパス

至 釧路 至 釧路

至 知床
事故危険区間

※１：図中の交通量と大型車混入率は平成22年度道路交通センサス平日交通量
※２：「事故危険区間」は、死傷事故事故データや地方公共団体、地域住民からの意見に基づき交通事故の危険性の高い区間



■質問内容・解答欄

６-５） 第１回アンケート調査（案）

問１ オホーツク圏の将来を見据えた地域の課題についてどう思いますか？

次のＡ～Ｅについて、「そう思う」～「そう思わない」の５段階で評価してください。

項 目 そう思う
やや

そう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

Ａ 物流拠点間の輸送に時間がかかるため、輸送の効率化が必要 １ ２ ３ ４ ５

Ｂ 世界水準の観光地形成に向けて、都市や観光拠点を効率的に結び周遊性向上を図ることが必要 １ ２ ３ ４ ５

Ｃ 様々な病症に対応できる病院が北見市に限られるため、北見市への速達性を向上させることが必要 １ ２ ３ ４ ５

Ｄ 中心都市である北見市と網走市等周辺町村との連絡性を強化することが必要 １ ２ ３ ４ ５Ｄ 中心都市である北見市と網走市等周辺町村との連絡性を強化することが必要 １ ２ ３ ４ ５

上記Ａ～Ｅ以外で、あなたが課題だと思うことがあれば、ご自由にお書きください。

問２ 国道39号端野～高野間に必要な道路はどのような道路だと思いますか？

次のＡ～Ｅについて、「そう思う」～「そう思わない」の５段階で評価してください。

項 目 そう思う
やや

そう思う
どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

が 道Ａ 事故が少なく安心して走れる道路 １ ２ ３ ４ ５

Ｂ 物流輸送ドライバーの負担を軽減し、輸送効率が高い道路 １ ２ ３ ４ ５

Ｃ 冬季に速度低下の大きい市街地や峠部においても定時性が確保される道路 １ ２ ３ ４ ５

Ｄ 各方面への広域な移動に際し、周遊性が高い道路 １ ２ ３ ４ ５

上記Ａ～Ｅ以外で、あなたが課題だと思うことがあれば、ご自由にお書きください。

Ｅ 医療拠点である北見市への速達性を向上させ、安定走行が可能な道路 １ ２ ３ ４ ５

問３ その他、国道３９号 端野～高野間について、ご意見やご要望がありましたらご自由にお書きください。
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計画段階評価の流れ

６-６） 第１回アンケート調査（案）

■アンケートは「計画段階評価」審議の参考意見となります。

国土交通省では、道路事業の透明性・効率性を高めるため、計画段階評価の取組を導入しています。

これは、道路の整備方針を地域の声（地域の皆様、道路利用者、関係団体）を聞きながら、第三者委員会によって
審議するものです。

アンケート回答欄 【おもて】

地企計

料金受取人払

網　走　局

承 認 北海道網走市 新町２丁目６番１号

郵 便 は が き

0 9 3 8 5 4 4

北
海
道
地
方
小
委

地
域
の
み
な
さ
ま
、
関

企
業
等
へ
の
意
見
聴
取

【
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
分
析

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら

意
見
聴
取
等
も
踏
ま
え

概
略
ル
ー
ト
・
構
造
等

引
き
続
き
検
討
し
ま
す

計
画
段
階
評
価承　　　認 北海道網走市 新町２丁目６番１号

網走開発建設部 道路計画課

北海道横断自動車道(網走線)端野～高野間

道路計画に関する意見募集係 行

差出有効期間
平成●年●月
●日まで

000

〈
切

委
員
会

関
係
機
関

取ト
】

ら
の

え
、

を
す
。

現在はこの段階です 意見聴取

価
の
流
れ

(切手不要) 切
り
取
り
線
〉

見 本
アンケートの回答方法、実施期間

・回答は左の回答用の郵便はがきにご記入ください。
また、インターネットによる回答も可能になっておりますので、下記アドレスからアクセス願います。

北海道横断自動車道（網走線）端野～高野間 道路計画に関する意見募集 Ｗｅｂ回答用ページ

アンケートについてのお問い合わせ先

住所 〒 - 北海道 市・郡 町・村

性別 ①男性 ②女性 年齢： 歳

職業 ①会社員 ②公務員 ③農業 ④漁業 ⑤林業 ⑥観光業

⑦学生 ⑧主婦 ⑨物流･輸送 ⑩商業 ⑪工業

■あなた自身のことについて （記入または該当する番号に○印） http://○○○○

・回答用の郵便はがきをこの台紙から切り取っていただき、切手を貼らずにそのままお近くの郵便
ポストへ投かんして下さい。なお投かんは、平成２８年○月○日（○）までにお願いします。

＜調査主体＞

北海道開発局 網走開発建設部 道路計画課

北海道横断自動車道（網走線）端野～高野間道路計画に関する意見募集係

〒093-8544 網走市新町2丁目6番1号 電話0152-44-6501

安全で快適な

地域づくりのために

みなさまのご意見を

お待ちしております。

⑦学生 ⑧主婦 ⑨物流 輸送 ⑩商業 ⑪工業

⑫無職 ⑬その他 （ ）

①毎日 ②週数回 ③月数回 ④ほとんど運転しない ⑤運転しない

■自動車を運転する頻度を教えてください （該当する１つに○）

■国道39号端野～高野間の利用頻度を教えてください (該当する１つに○)

①毎日 ②週数回 ③月数回 ④あまり利用しない ⑤利用したことがない

①通勤・通学 ②通院 ③家事・買物 ④仕事（営業・運送等）

⑤観光・レジャー ⑥その他 （ ）

■端野～高野間の主な利用目的を教えてください （該当する全てに○）
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本調査は、オホーツク圏北網地域の道路計画について地域にお住まいの皆さまや道路利用者のご意
見を広くお聞きすることを目的とするものです。
そのため、回答用の郵便はがきに記入されたことは、この目的以外には使用いたしません。
回答いただいた個人に関する情報は、本人の同意なく第三者に開示・提供することはありません。

（法令により開示を求められた場合を除きます）


